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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期
第３四半期
累計期間

第30期
第３四半期
累計期間

第29期

会計期間
自　平成24年５月21日
至　平成25年２月20日

自　平成25年５月21日
至　平成26年２月20日

自　平成24年５月21日
至　平成25年５月20日

売上高 （千円） 69,057,981 85,109,543 93,174,542

経常利益 （千円） 3,569,923 4,880,467 4,511,826

四半期（当期）純利益 （千円） 2,232,432 2,944,643 2,894,803

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） ― ― ―

資本金 （千円） 1,308,692 1,334,336 1,312,366

発行済株式総数 （株） 7,781,500 7,819,000 7,787,000

純資産額 （千円） 12,991,381 16,384,655 13,673,811

総資産額 （千円） 37,407,070 47,235,620 40,928,353

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 287.00 377.41 372.08

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 285.35 375.54 369.67

１株当たり配当額 （円） 16.00 19.00 32.00

自己資本比率 （％） 34.7 34.7 33.4

　

回次
第29期
第３四半期
会計期間

第30期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成24年11月21日
至　平成25年２月20日

自　平成25年11月21日
至　平成26年２月20日

１株当たり四半期純利益金

額
（円） 97.24 135.31

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．持分法を適用した場合の投資利益については、損益及び利益剰余金その他の項目からみて重要性の乏しい関

連会社であるため記載を省略しております。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。   

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況　

　当第３四半期累計期間（平成25年５月21日～平成26年２月20日）におけるわが国経済は、政府による経済対策や日

本銀行による金融緩和策等を背景に為替相場も円安で安定し、企業収益の改善や設備投資の持ち直し等が見られ、緩

やかな回復基調で推移いたしました。一方で、新興国の経済動向や消費税増税に伴う個人消費の落ち込みリスク等が

あり、景気の先行きについては不透明な状況が続いております。 

　ドラッグストア業界におきましては、激しい出店競争や価格競争に加え、他業種の参入により医薬品販売の先行き

の厳しさが増す等、依然として厳しい経営環境が続いております。

　このような環境の中、当社は、「健康と美と衛生を通じて、社会から期待される企業作りを目指します。」という

理念の下、引続き、地域のお客様に支持される売場づくりに努めるとともに、既存店の活性化に注力し、21店舗の全

面改装を実施いたしました。

　店舗の新設につきましては、ドラッグストアを、石川県に１店舗、富山県に５店舗、福井県に１店舗、新潟県に３

店舗、長野県に３店舗、群馬県に４店舗、岐阜県に５店舗、滋賀県に２店舗の合計24店舗の出店を行い、さらなるド

ミナント化を推進いたしました。一方、富山県のドラッグストア２店舗を閉店いたしました。

　また、ドラッグストア併設調剤薬局を石川県に４薬局、富山県に４薬局、福井県に２薬局、新潟県に２薬局、長野

県に１薬局、群馬県に２薬局、岐阜県に２薬局の合計17薬局を新規開設いたしました。　この結果、当第３四半期会

計期間末の当社の店舗数は、ドラッグストア214店舗（内調剤薬局併設109店舗）、調剤専門薬局６店舗の合計220店

舗となっております。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高851億９百万円（前年同期比23.2％増）、営業利益47億49百

万円（前年同期比36.2％増）、経常利益48億80百万円（前年同期比36.7％増）、四半期純利益29億44百万円(前年同

期比31.9％増）となりました。

 

 

(2) 財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末の資産合計は472億35百万円となり、前事業年度末に比べ63億７百万円増加いたしまし

た。主な増加要因は、売掛金の増加２億95百万円、未収入金の増加９億80百万円、商品及び製品の増加６億90百万

円、新規出店等による建物等の有形固定資産の増加40億49百万円等によるものであります。

　負債合計は308億50百万円となり、前事業年度末に比べ35億96百万円増加いたしました。主な増加要因は、買掛金

の増加７億38百万円、新規店舗の設備投資を使途する長期借入金（１年内返済予定含む）の増加18億31百万円等によ

るものであり、主な減少要因は、賞与引当金の減少１億75百万円等によるものであります。

　純資産の部につきましては、前事業年度末に比べ27億10百万円増加し163億84百万円となりました。また、自己資

本比率は、34.7％となっております。

　　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　 普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成26年２月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年３月31日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,819,000 7,819,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 7,819,000 7,819,000 － －

 （注）「提出日現在発行数」欄には、平成26年３月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年11月21日～

平成26年２月20日

(注)　

　5,000 7,819,000 　3,475 1,334,336 3,475 1,486,576

 　(注)　新株予約権の行使による増加であります。

　

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年11月20日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成25年11月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ―　 ― 　―

議決権制限株式（自己株式等） ―　 ― 　―

議決権制限株式（その他） ―　 ―　 　―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― 　―

完全議決権株式（その他） 普通株式   7,812,200              78,122 　―

単元未満株式 普通株式　 　　1,800 ―
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 　　　　　  7,814,000 ― ―

総株主の議決権 －               78,122 ―

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成25年11月21日から平成26

年２月20日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年５月21日から平成26年２月20日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年５月20日)

当第３四半期会計期間
(平成26年２月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,200,448 3,900,748

売掛金 1,164,292 1,459,762

商品及び製品 10,796,170 11,487,068

繰延税金資産 902,014 913,972

未収入金 1,760,232 2,741,201

その他 30,942 43,126

流動資産合計 18,854,100 20,545,879

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 13,069,888 15,467,269

土地 1,047,937 1,087,938

その他（純額） 4,118,258 5,730,761

有形固定資産合計 18,236,084 22,285,968

無形固定資産

借地権 637,436 719,279

その他 96,408 135,709

無形固定資産合計 733,844 854,988

投資その他の資産

投資有価証券 122,970 114,677

関係会社株式 4,900 4,900

繰延税金資産 170,540 179,930

敷金及び保証金 2,112,445 2,382,030

その他 693,467 867,245

投資その他の資産合計 3,104,323 3,548,783

固定資産合計 22,074,252 26,689,741

資産合計 40,928,353 47,235,620

負債の部

流動負債

買掛金 13,751,861 14,490,858

1年内返済予定の長期借入金 1,496,742 1,787,575

未払法人税等 1,051,456 1,125,367

賞与引当金 678,571 503,506

役員賞与引当金 － 42,072

ポイント引当金 1,085,439 1,336,201

その他 2,468,081 2,695,434

流動負債合計 20,532,152 21,981,015

固定負債

長期借入金 4,062,296 5,603,045

役員退職慰労引当金 302,480 322,410

資産除去債務 987,770 1,130,879

その他 1,369,841 1,813,614

固定負債合計 6,722,388 8,869,949

負債合計 27,254,541 30,850,964
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年５月20日)

当第３四半期会計期間
(平成26年２月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,312,366 1,334,336

資本剰余金 1,515,150 1,537,120

利益剰余金 10,804,308 13,475,894

株主資本合計 13,631,825 16,347,351

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 27,217 20,564

評価・換算差額等合計 27,217 20,564

新株予約権 14,768 16,739

純資産合計 13,673,811 16,384,655

負債純資産合計 40,928,353 47,235,620
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成24年５月21日
　至　平成25年２月20日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年５月21日
　至　平成26年２月20日)

売上高 69,057,981 85,109,543

売上原価 50,807,379 61,876,176

売上総利益 18,250,601 23,233,367

販売費及び一般管理費 14,762,415 18,483,477

営業利益 3,488,186 4,749,889

営業外収益

受取利息 4,537 6,264

受取配当金 1,833 2,020

受取家賃 31,157 33,994

固定資産受贈益 33,800 43,046

補助金収入 34,990 36,306

受取手数料 48,872 58,849

その他 18,721 42,732

営業外収益合計 173,914 223,215

営業外費用

支払利息 67,640 65,229

賃貸収入原価 17,668 21,058

その他 6,868 6,349

営業外費用合計 92,177 92,637

経常利益 3,569,923 4,880,467

特別利益

子会社清算益 88,964 －

新株予約権戻入益 － 1,133

特別利益合計 88,964 1,133

特別損失

固定資産除却損 27,454 6,622

減損損失 － 27,724

特別損失合計 27,454 34,346

税引前四半期純利益 3,631,433 4,847,253

法人税、住民税及び事業税 1,412,007 1,920,315

法人税等調整額 △13,007 △17,705

法人税等合計 1,399,000 1,902,610

四半期純利益 2,232,432 2,944,643

EDINET提出書類

株式会社クスリのアオキ(E03469)

四半期報告書

 9/14



【注記事項】

（会計方針の変更）

　　該当事項はありません。

　

（追加情報）

　該当事項はありません。

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

  　　

前第３四半期累計期間　

（自　平成24年５月21日　　

    至　平成25年２月20日）　

当第３四半期累計期間　

　（自　平成25年５月21日　　

   　至　平成26年２月20

日）　

 減価償却費 992,262千円 1,381,552千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成24年５月21日　至　平成25年２月20日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり　
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月17日

定時株主総会
普通株式 147,649 19 平成24年５月20日 平成24年８月20日 利益剰余金

平成24年12月18日

取締役会
普通株式 124,504 16 平成24年11月20日 平成25年１月31日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成25年５月21日　至　平成26年２月20日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり　
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月19日

定時株主総会
普通株式 124,592 16 平成25年５月20日 平成25年８月20日 利益剰余金

平成25年12月18日

取締役会
普通株式 148,466 19 平成25年11月20日 平成26年１月31日 利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は医薬品・化粧品等の小売事業という単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成24年５月21日
至　平成25年２月20日）

当第３四半期累計期間
（自　平成25年５月21日
至　平成26年２月20日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 287円00銭 377円41銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 2,232,432 2,944,643

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 2,232,432 2,944,643

普通株式の期中平均株式数（株） 7,778,551 7,802,230

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 285円35銭 375円54銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数（株） 44,851 38,818

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－

平成25年ストック・オプ

ション（新株予約権の目的

となる株式の数　14,500

株）
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

 

２【その他】

第30期（平成25年５月21日から平成26年５月20日まで）中間配当については、平成25年12月18日開催の取締役会にお

いて、平成25年11月20日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次の通り中間配当を行うことを決議

し、配当を行っております。

（イ）中間配当による配当金の総額………………………148,466千円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………19円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………平成26年１月31日 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年３月31日

株式会社クスリのアオキ

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小酒井　雄三　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小出　健治　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クスリ

のアオキの平成25年５月21日から平成26年５月20日までの第30期事業年度の第３四半期会計期間（平成25年11月21日から

平成26年２月20日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年５月21日から平成26年２月20日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クスリのアオキの平成26年２月20日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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